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













を原点とする座標平面に点 ， ， ， 

がある。ただし，



とする。また，点を

，



を満たす第象限の点とする。さ

らに，点から軸に垂線を下ろす。

 ，を求めよ。また，とおよ

び点の座標をを用いて表せ。

 台形の面積をとするとき，





を示せ。また，等号が成り立つとき，の値を求めよ。

 を示せ。また，等号が成り立つとき，の値を求めよ。






















      





であるから，直角三角形において

   

直角三角形において，，，

 であるから 

よって  










ゆえに，点の座標は

 



  

点の座標は  



  

したがって，点の座標は   ， 

 



  



      




 
  

 

 


であるから 

よって 



等号が成り立つとき 



ゆえに 





   
















であるから




 






よって 

等号が成り立つとき 








ゆえに 




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 ，  とする。

 



， 




の値を求めよ。




 







，



 







を満たす最大の自然数，を求めよ。

 連立不等式


 






 







，，の表す領域を座標平面に図示せよ。




 






 







を満たす自然数との組 ， をすべて求めよ。

 



    





  




 







，



 







の各辺の常用対数をとると

 



，  






から ，

すなわち ……①，……②

①を満たす最大の自然数は 

②を満たす最大の自然数は 




















 






 







の両辺の常用対数をとると

 



 






から 

すなわち 

よって，求める領域は右の図の斜線部分である。

ただし，境界線を含む。

 不等式から 

これを満たす自然数の組，について，点 ， はの領域内にある。

より，直線の切片は，より大きくより小さいから



のとき  これを満たす自然数は ，，

のとき  これを満たす自然数は ，

のとき  これを満たす自然数は存在しない。

以上から  ，  ，， ， ， ， ， ， ， ，
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曲線：   と傾きがの直線：について，次の問いに答えよ。

 曲線  とが接するの値を求めよ。

 とが原点以外の相異なる点で交わるようなの値の範囲を求めよ。また，そ

のときのつの交点の座標をを用いて表せ。

 はで求めた範囲にあるとする。，，   で定まる部分の

面積をを用いて表せ。

    とすると    

曲線  とが接するとき，この次方程式が重解をもつから，判別式

について  
   

よって 



 



 

   を解くと ，

 を解くと ，

とが原点以外の点で交わる条件は

かつ

よって かつ

したがって 

このとき，つの交点の座標は

，  ，， 

 図およびの結果から

 
 

      
 

       




 

 




 


 


  

 


  


 




  




  











  

金沢大学入試問題
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直線： ，，  ，， ， ， 上に点  ，

直線： ，，  ，，  ，， 上に点  があり，   はベクトル

， ， と ，， の両方に垂直である。

  ，  の座標を求めよ。

    を求めよ。

 直線上の点，直線上の点について，を  ，   ，  で表せ。ま

た，


 


   であることを示せ。

 点  ，  はそれぞれ直線，上の点であるから，

  ，， ， ， ， ， ，

  ，，  ，， ，，  とおける。

このとき       ，， 

これが，直線，の方向ベクトル  ， ， ，   ，， の両方に垂直

であるから   ･  ，   ･  

よって ，   

すなわち ， 

これを解いて 



，





よって，   



，



， ，   




，，




であるから，点  ，  の座標は

それぞれ  



，



， ， 




，，





 から   



， 




，






 ， ，

よって   



   

   

        

よって


 


     




        ･   


 

ここで，    ，    であるから，より

    ，    

ゆえに      ･     ･     ･   

また，より


    

したがって


 


   
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








正  角形









半径の円に内接する正  角形の面積を  ，周の

長さを  とする。次の問いに答えよ。

  
  


 

，  
  



を示せ。




 




，












を示せ。


 
  ，

 
  







……



を求めよ。


 
  ････







……




を求めよ。














 正  角形を  等分したうちのつは，右の図の

△のようになる。

△の面積は



･










 

線分の長さは  ･











よって  
 ･






 
   


 

 
 ･



   




 から


 


  

 

 





 ･






























  

 

  





 ･



 













 













 



 
であるから

 
  

 
   


 


 
 ･



 


 

……①

から
 
  







……





 
  ･･･







……



 


 




 

①より
 
   であるから，求める極限は

 




 













 から

 
  ････







……






 
  ････

















……









 
  ･


 








……





 
  







……




･








金沢大学入試問題
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とする。個のサイコロを回振る。この回の試行のうちでの目がちょうど

回，しかも続けて出る確率を  とする。

  ，  を求めよ。

  を求め，   


  


 




 

 



であることを示せ。

      ……  として，
 
  を求めよ。ただし，必要ならば，  の

とき
 
  であることは使ってよい。

の目を○，以外の目をで表すとする。

 回の試行のうちでの目がちょうど回続けて出るのは，

○○，○○

の場合があり，確率はともに


 


  



である。

よって  


 


  









回の試行のうちでの目がちょうど回続けて出るのは，

○○，○○，○○

の場合があり，確率はいずれも


 






 



である。

よって  


 






 









 回の試行のうちでの目がちょうど回続けて出るのは，

○○……

○○……

○○……

……………………

……○○

の  通りあり，確率はすべて


 




 

 




よって  


 




 

 



  

 



 

 




ゆえに   


  




 

 







･
 



 

 






 
 



 

 









 

 




したがって   


  


 




 

 




 から
 

 

   


 
 

 




 




 

 




左辺  


    


  ……  


  




  


  ……


    




     ……     


  


   


 

右辺


 






 



･


 

 
















 


  
 

 











 








 

 




ゆえに


    


  






 








 

 




両辺にを掛けると      





 

 




よって  





 

 



   

ここで，
 
  について

 
 



 

 





 





 











 










 




 のとき，


 



，



 



であるから

 
  

したがって
 
  




  




･








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    をで連続な関数とする。とおいて，

 

   

 
 



   

であることを示せ。

 を用いて，以上の整数に対し， 

  

 
の値を求めよ。また，

 



 


 
を示せ。

 以上の整数と



を満たすに対し，

     …… 
   

 
  

     

であることを示せ。

 とを用いて，
 


 






 


 
の値を求めよ。

  




  

 とおくと

 


よって  

   

 
  



   

 から  

  

 
 


 





 
 

 




 
……①

また，



のとき，




であるから




  

ゆえに

 






のとき， であるから  

よって，



において  

 
 

ゆえに  



  

  

 


①から  



 


 
……②

   であるから   

よって

     …… 
   

 



 

  

   

    



 

  

   
 

 

  

  
     
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  
 






 


 
とすると

 


･  




･  




･  
…… 

 


 

①から

  

 

 
  


  

 
  


  

 
…… 

   

  

 


 

      …… 

   
 



よって，から

  



   
       




  
   




   





  

   



   

ゆえに  



 




   

②より， 



   


   
であるから  








 

 




 
であるから

 
  

 


 






 


 





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